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山口県産「ヅガニ」の肺吸虫被嚢幼虫寄生状況に

（第 6回報告）就いて

高橋一郎
山口県立医科大学病理学教室（指導 細川修治教授）

（昭和32年 5月18日受領）

の蟹と幼弱型被嚢幼虫のみ寄生の蟹は各々 8匹（6.0%)

未熟型被嚢幼虫のみ寄生の蟹は 7匹（5.2%）であった。

検出した被嚢幼虫総数は875個，其の中赤色頼粒を含

む成熟型 778個普通の成熟型58個，幼弱型21個，未熟型

18個であった。

(1)蟹の大きさと寄生率との関係は 31～40mm大

の蟹は16匹に対して被寄生蟹数9匹 （56.25%), 41～ 

50mm大の蟹は 166匹に対して被寄生蟹数85匹（51.2

%), 51～60mm大の蟹は67匹に対して被寄生蟹数31.l匹

(58.21 %), 61～70mm大の蟹には寄生を認めず，71

～80mm大の蟹は 2匹に対して被寄生蟹数1匹（50.0

‘%〉てあった〈第1表参照〉。

(2）蟹の大きさと寄生数との関係は31～40mm大の

蟹は 1～10個寄生が8匹，11～50個寄生が1匹，41～50

mm大の蟹は1～10個寄生が76匹，11～50個寄生が8

匹，51～100個寄生が1匹，51～60mm大の蟹は 1～10

個寄生が30匹，11～50個寄生が 7匹，51～100個寄生が

山口県産「ヅガニ」の肺吸虫被嚢幼虫の寄生状況に就

いては各河川別に報告を行ったが今回は堪野川を調査し

たので第六回報告として報告する。

堪野川 （山口市〉は山口県中央山岳部に端を発し，佐

波川とは約12粁の間隔て略平行に西南下し周防灘に注

いている。植野川に於いては昭和30年12月上旬より昭和

31年8月下旬の聞に無傷に捕獲した「ヅガニ」を前報

告〈高橋1¥.l54,1¥.l56）と同様な検査方法て調査した。

検査成績

検査蟹 254匹て其の中，被嚢幼虫の寄生を みた蟹は

134匹，即！；52.8%の寄生率を示している。蟹1匹に於

ける被嚢幼虫の最多寄生数は116個て最少は l個てあ

った。検査蟹数に対する一匹平均寄生数は3.44個てあっ

た。次に被寄生蟹と寄生被嚢幼虫との関係は被寄生蟹

134匹中， 赤色穎粒を含む成熟型被嚢幼虫のみ寄生の蟹

は74匹（55.2%），成熟型，未熟型，幼弱型の各型混合

寄生蟹は 37匹（27.6%），普通の成熟型被嚢幼虫のみ寄生

蟹の大きさと寄生数との関係 （検査蟹数－254匹）第 1表
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1匹，100個以上寄生が1匹，61～ 70mm大の蟹は寄

生なく，71～80mm大の蟹は1～10個寄生がl匹のみ
であった。 （第2表参照〉

(3) 「ヅカニJ体内に於げる被装幼虫の号布状況は
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蟹の大きさと寄生率との関係（検査蟹数－254匹）第2表

~ Metacercaria寄生数

甲殻最大横径一一一＼＼
100個以上51～100個11～50個1～10個
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総 Metacercar泊の蟹体内分布 （検査蟹254匹中120陰性）第3表
段上

其の他の
臓器
（消化器）

町、
Jυ、肝体筋肉足筋肉体関節部足関節部f.E~ 

0.39 1.18 2.36 8.66 11.42 11.81 17.72 50.79 
被寄生蟹の検査蟹
数に対する百分率
（%〕
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赤色頼粒を合む Metacercar泊の蟹体内分布 （検査蟹254匹中 120匹陰性）第 4表
段上

其の他の
臓器
（消化器）

』Li、肝体筋肉足筋肉体関節部足関節部島唱

0.39 1.18 2.36 8.66 11.02 12.2 16.93 41.73 
被寄生蟹の検査蟹
数に対する百分率
（ ~6) 
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イヒ器1匹（0.39%）であったc 〈第3表上段参照〉

次に検査蟹数に対する被嚢幼虫の一匹平均寄生数は鰐

1.81個，足筋肉0.54個，足関節部0.48個，体関節部

0.37個，体筋肉0.18個，肝0.04個，心0.01個，消化

検査蟹254匹（中，陰性120匹〉中，鯨寄生蟹が最も多

く12＼｝匹（50.79%），次いで足関節部品匹 (17.72%) 

体関節部30匹（11.81%），足筋肉29匹（11.42%），体筋

肉22匹（8.66%），肝6匹（2.36%），心8匹（1.18%），消

( 71 ) 
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第 5表普通の Metacercariaの蟹体内分布 （検査蟹数254匹中120匹陰性）

上段

綿 足筋肉 足関節部

被寄生蟹の検百分査率蟹
数（%に）対する 11.81 1.57 1.57 

被 寄 生 蟹数 羽｛0 16 
♀ 14 

4{ 0 1 
♀ 3 9 3 

下段

1 1 Metacercaria 9 23 5 3 総 数

検査蟹数に対する 0.17 0.02 0.016 
Metacercaria の
一匹平均寄生数 ♀0.09 平0.02 平0.01

器 0.004個てあった〈第8表下段参照〉。

(4）赤色頼粒を含む成熟型被嚢幼虫の蟹体内舟布は

鯨寄生蟹106匹（41.73 %），足関節部43匹（16.93 %) ' 

体関節部31匹（12.2%），足筋肉28匹（11.02%）体筋肉

22匹（8.66%），肝6匹（2.36%），心8匹（1.18%）.消化

器1匹 （0.39%）てあった〈第4表上段参照〉。

次に被嚢幼虫の一匹平均寄生数は偲が1.48個，足筋肉

0.52個，足関節部0.47個，体関節部0.37個，体筋肉0.17

個，肝0.04個，心0.01個，消化器0.004個であった（第

4表下段参照〉。

(5）普通の成熟型被嚢幼虫の蟹体内好布は鯨寄生蟹

30匹（11.81%），次いで足筋肉，足関節部が同数て4匹

(1.57%）， 体筋肉2匹（0.79%），体関節部1匹（0.39

%〉てあった 〈第5表上段参照〉。

次に一匹平均寄生数は鯨0.17個，足筋肉は0.02個，足

関節部0.016個，体筋肉は0.01個，体関節部0.004個て

あった（第5表下段参照〉。

総括並びに考按

今回は山口県山口市堪野川の「ヅカニ」 254匹に就い

て蟹の大小と被嚢幼虫の寄生率並びに寄生数との関係，

被嚢幼虫の種類，蟹体内に於げる牙布状況に就いて調査

した。今迄の報告（高橋1954,1955, 1956）同様に成熟

型被嚢幼虫て赤色穎粒を含むものと含まないものに注意

した。

(1）蟹の大きさと寄生率との関係は51～60mm大

の蟹が 58.21%で最も高く，次いて31～40mm大の蟹

が 56.25%, 41～50mm大の蟹が51.2%となっている

が31～40mm大の蟹は16例，41～50mm大の蟹は 166

例て例数に於いて大なる聞きがある為に比較し離い。

体筋 肉 体関節部 月千 心、 其の他の
臓 器

0.79 0.39 。 。 。
平 1

1{ 0 0 
平 1
。 。 。

1 。。 。 。
2 1 

0.01 0.004 。 。 Q, 

♀0.008 平0.004

51～60mm大の蟹と 41～50mm大の蟹とてもやはり例

数の点に於いて比較し難いが， しかし 51～60mm大の’

蟹は50例以上であり，一応は寄生率が高い故，此の大き

さは蟹が最高寄生率を示めるものと考えられる。前報告司

の吉田川（高橋1956）粟野川〈高橋1956）佐波川（高橋4

1956）の調査も略同様な結果て、あった。

(2）蟹の大きさと寄生数との関係は41～50mm大の

蟹は被霊幼虫の少数寄生蟹数が多く，51～60mm大のa

蟹は比較的多数寄生蟹数が多い， しかし 41～50mm大

の蟹と 51～60mm大の蟹とでは検査例数に約100例の

聞きがあるので比較し難い。以上の事からして堪野川庄

の蟹て寄生数の最も多いのは41～60mm大の蟹であろ

う。

(3）山口県下植野川産「ヅカニ」の肺吸虫被嚢幼虫

の寄生率は52.8%であり，当教室の調査（細Jff1954，内

野1954，高橋1956）に比較して寄生率は中位を示してい

る。蟹一匹に於ける被嚢幼虫の最多寄生数を当教室の調

査〈細Jll1954，内野1954，高橋1956）による各河川別に

比べると116個て可成の上位を占めて居る。叉，検査蟹

数に対する一匹平均寄生数は3.44個て当教室の調査に比

較すれは少数の方てある。被寄生蟹134匹の中て赤色穎

粒を合む成熟型被霊幼虫の寄生の蟹が74匹（55.2%）て

其の大半を占めている。次いて成熟型，未熟型幼弱型の

各種混合寄生蟹ーが37匹（27.6%）で残余の大半を占め，

普通の成熟型被嚢幼虫のみ寄生の蟹，幼弱型被嚢幼虫の

み寄生の蟹は夫々 8匹（6.0%），未熟型被嚢幼虫のみ寄

生の蟹は7匹（5.2%）て略同数であった。

叉，検出した被嚢幼虫は875個て，その中赤色穎粒を

含む成熟型が778個て被嚢幼虫の殆どであり，普通の成

( 72 ) 



喝和 32年 12月 (1957）〕

：熟型が58個，幼弱型が 21個，未熟型が18個のJI民て、あっ

た。未熟型，幼弱型被嚢幼虫に赤色色素が頼粒状に見え

ず，平等に見える事は今迄の報告ど同様てあった。

c 4)寄生部位に就いては検査蟹254匹（中，陰性
120匹〉て鯨に寄生していた蟹が最も多く， 129匹て

芯0.79%を示していた。次いて足関節部45匹（17.72

%）， 体関節部30匹（11.81%），足筋肉は体関節部寄

生の蟹と略同数て29匹（11.42%），体筋肉22匹（8.66

%），内臓になれぼその寄生数もぐっと低下し，肝は6

w (2.36%）心は 8匹（1.18%），消化器は1匹（0.39%)
のJI民であったυ

叉，検査蟹数に対する一匹平均寄生数は鯨が最も多〈

旦.81個，次いて足筋肉，足関節部，体関節部，体筋肉，

肝， it＇，消化器の j顕であった。

偲に寄生していた被嚢幼虫は導入血管のみであり，主

として尖端部に多く，筋肉に寄生していたものは筋肉と

皮下の間，叉，筋肉繊維の間隙に認められた事は今迄の

報告と大差はない。

(5）赤色頼、粒を含む成熟型被嚢幼虫の蟹体内牙布状

況は鯨寄生の蟹が最も多く検査蟹数に対して41.73%, 

次いで足関節部16.93%，体関節部12.2%，足筋肉は足

関節部寄生の蟹と大差なく11.02%，体筋肉8.66%，肝

2.36%, ;t,,1.18%，消化器0.39%のJI債であった。一匹平

均寄生数は偲が最も多く， 1.48個て，次に足筋肉0.52

個，足関節部0.47個，体関節部0.37個，体筋肉0.17個，

肝0.04個，心0.01個，消化器0.004個のJI債であった。此

の場合，寄生部位は足関節部，体関節部，足筋肉の順て

あるが被嚢幼虫寄生数は足筋肉が最も多く ，次いで足関

節部，体関節部の順であった。此に似た変化は吉田川の

調査〈高橋1956）に於いても認められた。

く6）普通の成熟型被嚢幼虫の蟹体内牙布状況はやは

り偲寄生の蟹が最も多く，検査蟹数に対して11.81%. 

次いで足筋肉と足関節部寄生の蟹が同数て1.57%，体筋

肉0.79%，体関節部0.39%の順であった。叉，蟹一匹平

均寄生数は鯨0.17個，次いて足筋肉 0.02個，足関節部

0.016個，体筋肉0.01個，体関節部0.004個の順て、あった

今回の調査も前報告〈高橋1954,1955, 1956）同様に

赤色頼粒を含む成熟型被嚢幼虫が寄生被嚢幼虫の中て最

も多く，叉，最も広く牙布ていた。

en検出した被嚢幼虫は総て「ウエステルマン肺吸
虫Jであった〈宮崎1944,1954）。

結論

(1）山口県下植野川産「ヅガニJに於げる肺吸虫被
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嚢幼虫の寄生率は52.8%であった。

(2）蟹の大小と寄生率寄生数には一定の関係があっ

た。

(3）検出した被嚢幼虫て赤色穎粒を含む成熟型被嚢

幼虫が最も多く，叉，最も広く牙布していた。

(4)蟹体内に於ける被嚢幼虫牙布は艇が最も多く，

足関節部，体関節部，足筋肉，体筋肉，肝，心，消化器

のJI原てあった。

(5）構野川産「ヅガニ」の被嚢幼虫は総て「ウエス

テルマン肺吸虫Jであった。
本研究は文部省科学研究費補助に依る。即ち細川修治

教授担当課題「肺吸虫症の研究」の分担研究である。伶

お，山口県当局並びに山口県小郡町の岩崎孝博士の御援

助に対して謝意を表す。

本研究は日本寄生虫学会西日本支部第12回大会に発表

した。
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Summary 

(1) The author investigated on distribution of 

Paragonimus metacercariae in 254ぃEriochehjゆ0・

nicus on Fushino River in Yamaguchi Prefecture, 

from December 1955 to March 1956. He obtained 

the result of 52.8 % in them. 
(2) The crabs being 51～60 mm  in size showed 
the highest percentage of parasitism. 

(3) The total number of metacercariae obtai-

ned were 875, in which the mature metacercariae 

( 74 ) 
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with redish granule were most numerous. 

(4) One crab harboring the most numerous. 

metacercariae possesed of 116. 

(5) On parasitized region, parasitism in gills 

were the most, which showed half of parasitism ; 
in succession, foot joint region, body joint region, 

foot muscles, body muscles, liver, heart and dige-

stive organ. Metacercariae in foot muscles were 

more numerous than in foot and body joint region. 

(6) All of metacercariae investigated in this. 
report were Paragonimus westermanii. 




